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技術士包装物流会 月例研究会 講演要旨  

 

日時 平成 30 年 08 月 03（金） ------ 18:00～20:00 

場所 日本マテリアルフロー研究センター ２Ｆ会議室  

〒171-0022 東京都豊島区南池袋 パレス南池袋 2 階 

演題 食品の輸出入と国際認証 

講師 （社）日本食品包装協会 理事長、（社）日本生産者 GAP 協会 常務理事 

 農学博士 石谷孝佑氏  

 

内容  

１． 概要 

折角、欧州との FTA や、アジア太平洋で TPP を締結しても、日本の農産物・食品等が国際認証

をとっていないので、輸出がスムースにできないということが問題になっている。今後輸出を増

やしていくときの基本的な問題であり、オリンピック開催時の食材調達においても課題となって

いる。今後、持続的農業を維持するための適正農業管理である GAP への正しい理解と、食品安全

の認証である民間農場認証のGLOBALGAPや公的認証のHACCPをはじめとする国際認証への取組み

が不可欠になっている。欧米等のスーパーは農水産物等の調達基準として、輸入する際に安全性

や環境対応などの国際認証を求めているのに、日本のスーパーが何も求めていないのは問題であ

る。 

２．ミラノ国際博覧会での出来事 

   2015 年に開催されたミラノ国際博覧会で、日本館は日本食や日本食文化に込められた様々な知

恵や技が人類共通の課題解決に貢献するとのコンセプトで大人気であった。ところが、第 5 の味

覚の「うま味」の優れた象徴である「かつお節」が HACCP 認証を受けておらず、何度も煤乾して

いるのでベンズピレン汚染の疑いがあるとして使用が差し止められた。 

３．オリンピックでの食材・食料品の調達 

  オリンピックで調達される食品は安全性が担保され、且つ持続可能な農業から供給される必要

がある。中国では 90年代からの「漢方薬」の経験をベースに政府が徹底的に介入して GAP と称す

る農場の安全認証を短期間に実現した。ロンドン大会では、生産者から輸送、小売り、消費者に

至る全てのサプライチェーンを網羅したレッドトラクター認証を活用して実施し、大成功を収め

た。牛肉とラム肉では認証数は 24千で、全農場に占める割合は 82％、65％にのぼる。次ぐリオ五

輪でも、国際認証で食料調達等が行われた。 

４．世界の GAP と日本の課題 

欧米では勿論、アジアでも GAP は浸透し、アセアンでは GLOBALGAP 並の ASEANGAP が実施されて

いる。アセアンでは食の安全は ASEANGAP で担保されており、日本からの輸出品に対しても

GLOBALGAP 認証が求められるようになっている。日本では JGAP 認証があり、GLOBALGAP との同一

性は認めらなかったが、2020 年のオリパラに限り JGAP 認証、FGAP 評価基準は認められた。 

ヨーロッパでは主要スーパーが仕入れ品の安全性を担保するのに独自の基準を設けており、英

国の大スーパーであるテスコは NATURE’S CHOICE という農場認証を設け、有機農産物に近い厳し
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い認証基準を設けている。特に認証を持たない中小のスーパーでは最低基準である GLOBALGAP 認

証の付いたものを販売していることが多い。 

 

 

 以上：文責 研究会担当、坂巻 


